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主催　鵬翔流吟友会

会場　高知市立自由民権記念館　TEL088-831-3336

令和5年度　第13回

日時　令和５年11月12日（日）午後１時　開演

風雅を楽しむ秋の集い

「鵬翔流吟友会・六六庵吟詠会高知県本部合同」
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鵬
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流
　
吟
　
友
　
会

ご

挨

拶

暑
か
っ
た
夏
も
漸
く
過
ぎ
、
爽
や
か
な
芸
術
の
秋
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
牧
野
富
太
郎
博
士
の
生
涯
を
描
い
た
朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
で
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
少
子
高
齢
、
人
口
減
少
等
で
疲
弊
し
た
高
知
の

町
も
沢
山
の
観
光
客
が
訪
れ
、
一
気
に
元
気
を
取
り
戻
し
、
各
地
で
賑
や
か
に
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
事
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
共
の
恒
例
の
「
風
雅
を
楽
し
む
秋
の
集
い
」
が
、
自
由
民
権
記
念
館
で
開
催
さ
れ
る
の
は
久
し
ぶ
り
の
事
で
本
日
は
、
準
備
等
の
不
手
際
、

失
礼
の
段
、
多
々
あ
る
や
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
ご
寛
容
に
お
許
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
は
、
六
六
庵
吟
詠
会
の
上
本
竹
永
先
生
の
ご
協
力
を
頂
き
、
ご
門
下
の
先
生
方
の
吟
詠
も
ご
披
露
頂
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
有

難
く
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
常
々
、
お
世
話
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
大
崎
麗
蒼
先
生
を
初
め
、
土
佐
麗
陽
会
の
先
生
方
、
花
柳
流
の
中
岡
先

生
、
そ
し
て
水
心
流
剣
詩
舞
道
弘
道
館
の
先
生
方
に
は
、
ご
多
忙
の
中
、
錦
上
華
を
添
え
て
頂
き
ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
明
徳
義
塾
高
校
の
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
ク
ラ
ブ
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
り
ま
す
、
構
成
吟
詠
も
お
楽
し
み
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
で
は
、
日
本
文
化
に
興
味
を
持
た
れ
、
茶
道
、
華
道
、
書
道
な
ど
に
も
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
内
容
豊
富
で
、
時
間

的
に
も
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ス
ム
ー
ス
に
進
行
出
来
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
弊
会
の
為
に
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
会
長
を
初
め
、
顧
問
の
先
生
方
に
は
公
私
共
に
ご
繁
忙
の
折
、
ご
来
駕
を
賜
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
秋
の
風
雅
な

ひ
と
時
を
、
皆
様
と
共
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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あ
な
た
の
つ
け
た
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跡
に
ゃ
　
綺
麗
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ょ
う
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汗
か
き
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そ
か
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こ
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よ

一
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一
歩
三
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三
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三
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進
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で
二
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下
が
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幸
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こ
な
い
　
だ
か
ら
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く
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だ
ね

三
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明
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の
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百
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千
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ま
ま
に
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る
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も
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ら
ぬ
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狭
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か
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し
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が
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る
の
ね

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
　
始
ま
る
事
を
信
じ
よ
う

人
生
は
ワ
ン
ツ
ー
パ
ン
チ
　
歩
み
を
止
め
ず
に
夢
み
よ
う

一
年
三
百
六
十
五
日
　
一
歩
違
い
で
に
が
し
て
も

幸
せ
の
隣
に
い
て
も
　
分
か
ら
な
い
日
も
あ
る
ん
だ
ね

休
ま
な
い
で
歩
け
　
ソ
レ
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー

腕
を
振
っ
て
足
を
あ
げ
て
ワ
ン
ツ
ー
・
ワ
ン
ツ
ー

（三） （二） （一）


